
平
成
一
.
一年
一
.
一
月
.

H
発
行

[毎
月
.

ほ

」
回
発
行
　

論叢
第167巻 第3号

渡邉 尚教授記念號

献 辞 ・… … … … … … ・… ・… … ・… … … ・・… … … 本 山 美 彦

大 戦 間 期 ドイ ツ 電 機 工 業 に お け る

流 れ 作 業 の 導 入 と 展 開 ・… ・… … ・… … ・・… … … ・今 久 保 幸 生

両 大 戦 問 期 ド イ ツ に お け る

工 作 機 械[業 の 地 域 構 造 … … … … ・… … ・… ・… 幸 田 亮 ・

救 貧 法 か ら 相 互 扶 助 へ … … ・… … … … ・… … ・… … 廣 重 準 四 郎

日 本 の 工 作 機 械 メ ー カ ー に お け る
・… … … … ・Hロー''''''''''''"「'ノJ・材㌧ 工[ノ 、蓑 前 開 つ言ソ 入 ア ム

北 タ イ に お け る 在 来 織 物 業 の 発 展 と

そ の 生 産 形 態 に つ い て … … … … ・… … ・… … … ・上 田 曜 子

中小 企 業 の 変 質 とそ の 競 争 力 … … … ・・… … … ・… 蘇 顯 揚

ス コ ッ トラ ン ドの 綿 工 業 の 発 展 過 程 … … … … … 林 妙 音

貧 困 削 減 政 策 の 実 効 性 に 関 す る ・考 察 … … … … 大 平 剛

渡 邉 尚 教 授 略 歴 ・著 作 口録

1

3

3

2

4

リロ

89

108

130

146

平成13年3月

:東脚 夫 琴 爪;齊 豪 富



献 辞

渡 邉 尚教 授 は,平 成12年5月30Hに63歳 の誕 生 日を迎 え られ,平 成13年3月

31日 を もっ て本 学 を退 官 さ れ る こ とに な りま した 。

渡 邉 教 授 は,昭 和37年3月 に東 京 大 学 経 済 学 部 を卒 業 され,同 大 学 院経 済学

研 究 科 に進 学,そ して 同 大学 院 を単 位 取 得 退 学 され る問 に,3ケ 年 ケ ル ン大 学

に留 学 され て お ります 。 昭和46年 に北 海 道 大 学 経 済 学 部 に赴 任 さ れ,昭 和50年

4月 に本 学 経 済 学部 助 教 授 に転 任,昭 和61年7月 に 教授 に 昇任 さ れ,こ の度 の

御 退 官 まで に26年 にわ た って本 学 の教 育 ・研 究 に尽 力 して こ られ ま した。 ま た

この 間,ミ ュ ンス ター 大学 で の非 常 勤 講 師 の ほ か,ボ ン大 学,ミ ュ ンヘ ン大 学,

ベ ル リー ン自由 大学 に て客 員 教 授 を務 め られ ,デ ュー スブ ル ク大 学 との共 同研

究 を進 め られ るな ど.ド イツ の諸 大 学 にお け る研 究 ・教 育 に も寄 与 され て お り

ます 。

渡邉 教 授 は,歴 史 と政 策 と理 論 とに わ た るそ の深 い学 殖 に よ り 「大 塚 史学 」

等 の 立 論 の 前提 で あ る 「国 民 経 済 」 視 点 を徹 底 的 に批 判 しつ つ,地 域 に視 点 を.

定 め た独 自の 「原 経 済 圏 」 ・ 「本 来 の 経 済 地域 」 論 を構 成 され ま した。 こ の論

理 は,昭 和62年 の学 位 論 文,rラ イ ンの産 業 革命 』 か ら,平 成12年 刊 行 の 編 著

『ヨー ロ ッパ の発 見 』.にお け るEU内 外 国境 地 域 間協 力 の 枠 組 み で あ る エ ウ

レギ オ論 に至 る まで,ゆ ら ぎな く貫徹 して い る のみ な らず,逆 説 的 なが ら,時

と と もに強 靱 性 と柔 軟 性 とを 兼 ね 備 え る よ う.にな っ て き て お ります 。 この 論 理

に よ って骨 格 を 与 え られ た 渡 邉教 授 の ヨー ロ ッパ経 済 論 は,.我 が 国 最 高 水準 の

もの と評 価 して 誤 りな い もの で す 。 ま た こ の論 理 は,渡 邉 教授 の 師,松 田智 雄

教 授 の 提 示 され た 資 本 類 型論 の批 判 的継 承 に も裏 付 け られ た.独特 の経 済政 策論

を媒 介 に して,地 球 規模 の経 済構 造 ・動 態 の説 明概 念 に まで 高 め られ て お りま

す 。 渡 邉 教 授 は,こ れ らの 論理 や 概 念 枠 組 み に よ り独 白な 地域 の経 済 史 の学 を

うち立 て られ,.多 くの後 継 者 を育 成 され ま した 。

.渡 邉 教授 は,学 外 に お い て は,平 成11年5月 に本 学 で 開催 さ れ た第68回 社 会

経 済 史 学 会 全 国 大会 の主 催 者 を務 め られ る と と もに,同 大 会 共 通 論 題 報 告 の問



題提起をなさ り,ま た,人 正7年 に後藤新平,新 渡戸稲造 らによって発足 して

以来の伝統をもつ軽井沢夏期大学の講師を平成4年 以降務められるとともに,

平成7年 からはその企画顧問をも務められてお ります。さらに,昭 和4ユ年に有

澤廣巳,大 河内一男,カ ール ・ハ ックス,ウ ィリ.イ・クラウスの諸教授等 に

よって設立されて以来,30有 余年の伝統をもつ日独経済学 ・社会科学会議に謂

いては,そ れまでの報.告・寄稿実績に基づき,平 成8年 の東京大会以降,日 本

側代表としてこの国際学会を指導 してこられました 、以上は,渡 邉教授の内外

の諸分野における学界活動のほんの一端にすぎず,学 界でのその様々なご活躍

ぶ りにはまことに瞠目に値するものがあります。

渡邉教授は,.学 内においては,平 成3年 度から5年 度まで京都大学評議員を

務められ,平 成10年 度には京都大学大学院経済学研究科長 ・経済学部長の重責

を担われ,同 年度の経済学研究科 とソウル大学校経営大学 ・ソウル.大学経済学

部 との共同学術セ ミナーにおいて本研究科代表としての挨拶と報告を行われて

お ります。さらに,平 成1ユ年度か ら平成12年 度まで経済学部学科長を務められ

るとともに,平 成8年度から平成12年 度まで京都大学同和 ・人権問題委員会委

員長を務められるなど,本 学の発展のために多大な貢献をされました。

京都大学経済学会は,.渡邉教授の多年にわたるご功労に感謝と敬意の気持ち

を込めて本記念号を編集い.たしました。渡邉教授の御薫陶を受けられて各分野

で活躍なさっている方々の論文を編んで,こ れを渡邉教授 にお贈 りできますこ

とは,私 どものなによりの慶びであります。

渡邉教授が,本 学を去られた後 も,そ れまでと変わらずたゆまぬ御研鑽を積

まれてゆ くであろうことはよく予想されるところです。どうか,ご 健康にくれ

ぐれ もご留意の上,.今 後も学界ならびに社会のためにますますご活躍 ください

ますよう,心 から期待し,ま た祈念いたします。

平 成13年3月 ユ日

京都大学大学院経 済学研究科長 ・経済学部長 本lll美 彦


